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のTE 10， TE 20およびTE30モードのモード干渉により動作する準ミリ波帯導波管型リッジ形状方向性
結合器を考案し実現している。まず，結合部内の電磁界を理論的に解析し，無反射条件はTElOモード









まず，有限要素法を用いた設計法を示し， 3 dB , 6 dB および10dB の結合度に対する試作・実験結果
により本設計法の有効性を確認している。次に，このスロット結合方向性結合器を組み合わせることに











(2) 方形導波管のTE 10， TE 20およびTEaoモード聞のモード干渉を利用したE面スロット結合型方向
性結合器を考案し，境界要素法を用いて動作のシミュレーションを行うとともに，試作，実験により
動作特性を確認しているo また，この結合器が反射特性，アイソレーション特性に優れていることを
活用し，その組合わせによって多端子方向性結合器がコンパクトに構成できることを明らかにしてい
る。
(3) 共通接地導体に設けたスロットにより分布結合させるタイプのマイクロストリップ線路型方向性結
合器を考案し，有限要素法を用いた設計法を示し，実験によりその有効性を確認しているo この結合
器が接地導体の遮へい効果により両面のストリップ線路間の干渉がないことを利用し，その組合せに
よって同一平面内で線路交差することなく，多端子結合器が容易に実現できることを明らかにしてい
る。
以上のように，本論文は衛星通信用マイクロ波電力分割回路として新しい回路を考案し，その動作特
性，設計法を明らかにして，この種の回路装置の構成法に関する新しい知見を与えたものであって，マ
イクロ波工学，衛星通信技術の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あ
るものと認める O
-542-
